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Ⅰ　問題と目的
近年，子どもを取り巻く社会環境や家庭環境は急激

に変化し，子どもたちの課題も複雑化・多様化してい
る。このような中，「児童生徒の教育相談の充実につい
て（報告）」（文部科学省，2017）では，児童生徒の
困難を可能な限り軽減・緩和するための教育相談体制の
在り方として，未然防止，早期発見及び支援・対応等へ
の体制構築や，学校内の関係者がチームとして取り組み，
関係機関と連携することなどが示されている。また藤井
（2017）も，教員１）が日頃から1人1人の子どもたちの
状況を的確に把握し，他の教職員や専門機関と連携しな
がら，適切な子ども支援を行う能力を高める必要性を指
摘しているように，現在教員には子どもたちの課題を的
確に捉え，また他者と共に子どもの支援にあたる力が求
められている。

そして現在，小学生における課題の増加は顕著であり，
これらの課題への学校や教員からの支援は大変重要と考
えられる。例えば小学校でのいじめの認知件数は他校
種に比べ増加が著しく，平成22年では36,909件だったの
に対し，10年後の令和元年では484,545件と13倍以上と
なっている。そして令和元年において，いじめられた児
童生徒の相談の状況は，学級担任に相談が80.8％と最も
多く（文部科学省，2020a），いじめの発見や解決に教
員は大きく関わると言える。また厚生労働省（2018）
によると，児童相談所が虐待相談で対応した小学生の数
は，平成19年度が15,499件であったのに対し，平成28年
度は41,719件と2.7倍の増加となっており，その相談経
路は学校等が8,850件であった。同様に，市町村が虐待
相談で対応した小学生の数も年々増加し，相談経路は児
童相談所に次いで学校が多くなっており（厚生労働省，

2018），虐待への対応においても学校や教員の役割が
重要と言える。このように，子どもの様々な課題の発見
や支援に教員は深く関わっており，日頃から困った時に
子どもが教員に相談できる関係を築いておくことや，そ
のための工夫を行っておくことは必要と考えられる。

それでは，子ども，特に小学生が教員に相談できるた
めに，教員ができる具体的工夫とはどのようなものだろ
うか。これまで子どもの相談に関する研究には，援助要
請の視点からの研究がある。小学生対象の援助要請に関
する研究では，永井（2009）が小学校4～6年生を対象
に調査を行い，学年が高まるにつれ教員への援助要請が
低下する可能性があることや，悩んだ児童の援助要請を
教員が待っているだけでは教員への援助要請が生起し
にくい可能性があり，援助資源として認知されるよう
な関わりを，教員が日頃から積極的に行う必要がある
ことを指摘している。また佐藤・渡邉（2013）は小学
校4～6年生を対象に調査を行い，教員は保護者や友人
よりも相談相手として低いことを報告し，浅原・秋光
（2017）は小学校5，6年生を対象に調査を行い，教員
が個人に行う日々のあいさつや褒める行為，学級全体へ
の声掛け・指導が，教員からの援助に対する抵抗感を下
げ，援助されたい気持ちに繋がる可能性を指摘している。
そして小学生に限定したものではないが，岡田・池田
（2019）は教員への援助要請の促進・抑制に関わる研
究のレビューを行い，教員からのサポートと教員との良
好な関係が，児童生徒の援助要請と正の関連を示してい
たことを報告している。一方で，菊池・山本（2021）
は小学校4～6年生を対象に教員や友人への援助要請を
阻害する要因について調査し，相談することで迷惑をか
けたくないということや相談しなかったことを責められ

＊ 山口県周南市立徳山小学校
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そうといった「評価への懸念」因子，相談しても役立
つ返事がもらえないと思うなどの「対象への不信」因
子，相談せず自分で解決すべきと思うなどの「自立への
固執」因子を見出している。このようにいくつかの小学
生を対象とした援助要請に関する研究はなされているが，
これらの研究は相談する側の子どもを対象としたもので
ある。

他方，これまでわずかであるが，相談される側の教員
の視点からの検討もなされている。大尾（2015）は小
学校教員を対象に調査を行い，児童が相談しやすくなる
ために気をつけていることについて15項目から検討し，
「児童の様子をよく観察し，気になる児童には声をかけ
る」と「できるだけ多くの児童と話す」の項目は，98%
以上の教員が意識していたことを報告している。また岡
田（2019）は，小・中学校の教員を対象に，児童生徒
の援助要請への意識について調査を行い，相談のきっか
けとなった気づきとして，教員自身が児童生徒の様子か
ら気づく場合があることや，ほとんどの教員が日常的な
多様なチャンネルから，児童生徒の援助要請のサインを
読み取ろうとしていることを報告している。そして岡田
の同研究では，児童生徒からの相談への対応として，教
員は傾聴や介入，聴くだけに留めたり，アドバイスや保
護者対応，校内外の連携を行うなど，多様な対応を行っ
ていることも報告されている（岡田，2019）。このよ
うに相談される教員側からの研究もなされつつあるが，
未だ十分とは言いづらい。けれども個々の教員はそれぞ
れに，子どもが相談しやすいための工夫を日々行ってい
ることが推測され，それらの具体的工夫について明らか
にすることは有益と考えられる。加えて本田（2015）
は幼児期から青年期における援助要請研究を概観し，援
助要請態度が児童期から思春期にかけて複雑化する可能
性や，発達段階に即した援助要請への適切な介入方法を
開発する必要性を指摘しているが，子どもを対象とした
援助行動の研究が増加している一方で，小学生を対象と
した研究は未だ少ないことが指摘されている（佐藤・渡
邉，2013；後藤，2017）。これらから，今後更に小学
生を視野に入れた相談行動について，教員側の視点から
検討することが必要であろう。

他方，教員自身が教育相談における様々な困難感
を抱えていることも指摘されている。例えば，笠井
（2015）が小・中・高・特別支援学校の教員を対象に
した調査では，教員は教育相談の困難として，校内体制
に関する困難，教育相談の実践に関する困難，対象・問
題の状況に関する困難，教員自身に関する困難，保護者
との関係に関する困難を抱いていることが明らかにされ
ている。また春日（2018）は小・中学校の教員を対象
に教育相談の困難感について調査し，保護者との関係

（信頼関係づくり，連携，共通理解，家庭の問題にどこ
まで踏み込むか）や，問題を抱える児童生徒への関わり
への不安，教育相談のための時間のなさ，外部からの助
言が得にくさなどについての困難感が高いことを報告し
ている。そして笠井（2018）は生徒指導における教員
の心理的負荷が生じる状況について検討し，「児童生徒
への指導で生じる心理的負荷」「体制・他の教職員との
関係で生じる心理的負荷」「保護者との関わりにおける
心理的負荷」「教師自身が抱える心理的負荷」の4つが
あることを報告している。これらのように教員が教育相
談等で感じる困難感についての研究も散見されるが，未
だ十分な蓄積がなされているとは言い難い。

そして実際に教育相談では困難さが伴うことは少なく
ないと考えられるが，困難さが伴うからこそ，先述のよ
うに今日学校現場では様々な状況にチームとして対応す
ることが重視されている。中央教育審議会（2015）の
答申では，個々の教員が個別に教育活動に取り組むので
はなく，組織として教育活動に取り組む必要性が示され
ている。また藤井（2017）は，子どもが起こす様々な
問題に対する連携の遅れは問題の深刻化を生み出す原因
になりかねず，日頃から同僚や専門家と連携して対応し
ようという姿勢や能力が重要であると指摘している。他
方で，その同僚との関係自体が困難さに繋がることも指
摘されている。例えば岡田（2016）は小学校教員を対
象に調査し，同僚との連携に関して困難さを感じること
に「非常に当てはまる」または「当てはまる」と回答し
た教員が57.9%いたことを報告し，学校での連携が重視
されている一方で，校内での同僚が連携すべき良き相手
というより，関係することによってストレスを助長する
相手である可能性すらあると指摘している。そのため，
教員同士がチームとして子どもを支えるためには，まず
教員同士が互いに良好な関係を築き，支え合う仲間と
いった，互いに相談できる関係であることが前提となる
であろう。

そして教育職員の精神疾患による病気休職者数は平成
30年度（5,212人）から増加し，令和元年度は過去最多
の人数となっているが（文部科学省，2020b），教員同
士の支え合いは精神的健康に繋がることも報告されてい
る。例えば関山（2009）の小学校教員を対象とした調
査では，教職生活での困難な状況の際に校内の教員に相
談することは，カタルシスや情報収集等の複数のコーピ
ングを併せ持つ可能性が指摘されている。また安藤ら
（2013）が小学校教員に行った調査では，児童に関す
るHasslesを多く抱える担任で，より校内の相談を多く
利用する者の精神的健康が改善していることが報告され
ている。そして藤井（2011）は，教員が求める支援形
態が，「慰め」「共感」といった「情緒的支援」や，専
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門家のアドバイスや専門機関との連携を求める「専門的
支援」，誰からの支援も求めない「支援拒否」の3つの
因子から構成されることを確認している。このように教
員同士の相談や教員が求める支援に関する研究もいくつ
かなされているが，教員から同僚への相談を促進する要
因については，これまでほとんど検討されていない。

以上のことから本研究では，小学校教員を対象として，
子どもから相談を受ける被相談者としての側面と，自分
が同僚に相談するといった相談者としての側面の2側面
から検討を行い，教員自身が支援を受けながら，適切に
子どもを支えることに繋がるための知見を得ることを目
的とする。具体的には，小学校教員を対象に，①日頃子
どもが相談をしやすいために工夫していること，②子ど
もとの関わりの中で困難に感じること，③同僚に相談す
る際，相談しやすいと感じる要因はどのようなものがあ
るか，④同僚に相談する際，相談しづらいと感じる要因
にはどのようなものがあるか，の4点から検討を行う。

Ⅱ　方法
１　手続き・研究協力者

公立小学校1校に勤務する教員を対象に調査を行った。
事前に校長に質問内容を確認してもらい，了解を得た上
で，全教員（47名）に調査の目的や方法等について説
明を行い，質問紙を配布した（2021年1月）。質問紙に
は調査協力は任意とし，調査において個人が特定される
ことはないことを明記した。回収は職員室に回収用の封
筒を設置して行い，31名からの回答を得た。
２　教員への調査の内容

1)子どもたちが話しやすいように（相談しやすいよう
に）心がけていること・取り組んでいること：「子ども
たちと関わるうえで，子どもが話しやすいように（相談
しやすいように）『心がけていること』や『取り組まれ
ていること』はどのようなことですか。」の1項目につ
いて，自由記述で回答を求めた。

2)子どもたちのこと（子どもたちとの関わり）で困っ
ていること・悩んでいること：「日頃，子どもたちのこ
と（子どもたちとの関わり）で，お困りのことや悩まれ
ていることは，どのようなことですか。」の1項目につ
いて，自由記述で回答を求めた。

3)子どもたちのこと（子どもたちとの関わり）につい
て相談しやすい同僚：「あなたにとって，子どもたちの
こと（子どもたちとの関わり）について，『相談しやす
い同僚の先生』は，どのような方ですか。また，そのよ
うに答えた理由がある場合は，教えてください。」の1
項目について，自由記述で回答を求めた。

4)子どもたちのこと（子どもたちとの関わり）につい
て相談をためらう要因：「子どもたちのこと（子どもた

ちとの関わり）について，相談をためらう要因は何です
か。」の1項目について，自由記述で回答を求めた。

Ⅲ　結果と考察
１　子どもたちが話しやすい・相談しやすいように心が
けていること・取り組んでいること

KJ法A型（安藤，2004；川喜多,2017）を援用し，カ
テゴリー化と図式化を行った。まず第2著者が１つの意
味のある文章のまとまりを単位として区切り，88枚の
カードを作成した。その後，第1筆者が内容の類似から
16の小カテゴリー（以下〈　〉と記載）にグループ編
成し，それらを更に6つの中カテゴリー（以下《　》と
記載）に分類し，更に3つの大カテゴリー（以下【　】
と記載）に分類した（表1）。【日常での工夫】のカテ
ゴリーから，《繋がるための日常の工夫》（〈関わる・
声をかける〉〈教員の姿勢・態度〉〈共に居る・遊ぶ〉
〈関係づくり〉〈子ども文化の共有〉）のように，教員
は子どもと繋がるための細かな工夫を日々行っているこ
とが示された。加えて《一歩踏み込んだ日常の工夫》
（〈相談しやすい工夫〉〈具体的な工夫〉〈認める・褒
める〉〈見る〉〈評価〉）のように，より踏み込んだ工
夫も日頃から行っていることが示された。このように教
員は生活の様々な場面で，子どもたちが話しやすい，相
談しやすいための工夫を日常的に行っていることが明ら
かになった。そして【相談・問題時の工夫】のカテゴ
リーから，実際に子どもの話を聞く場面では，《教育相
談的態度》（〈聴く工夫〉〈カウンセリングマインドを
意識〉）のように，多くの教員がしっかりと聴くこと
や，カウンセリングマインドを重視して，子どもに接し
ていることが示された。中でも〈聴く工夫〉は記述数が
多かったが，岡田（2019）においても教員は児童生徒
からの相談への対応として，傾聴を基本的な姿勢として
いることが報告されており，本研究の結果からも，多く
の教員が子どもが話しやすい，相談しやすい工夫として，
「聴く」ことを重視していると考えられた。また一方で
《早期発見・対応》（〈早期発見・対応〉）のように，
子どもの様子をよく見ることを心がけ，適切に早期に対
応していることも示された。そして《可視化》（〈可視
化〉）のように，相談時における子どもと共有しやすく
するための工夫も見られた。このように相談時に教員は，
しっかりと子どもに寄り添いながら子どもの声に耳を澄
まし，また日頃から子どもをしっかり見ることで早期の
対応に繋げていると考えられた。そして【子どもの視
点】のカテゴリーから，《子どもの視点》（〈子どもの
目線〉〈子どもからの評価〉）のように，教員は子ども
が話しやすい，相談しやすいために，子どもからの視点
も大切にしていることが示された。
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カテゴリー化の後，各カテゴリーの関係を考え，図1
のように空間配置と図式化を行った。その結果，【日常
での工夫】として《繋がるための日常の工夫》や《一歩
踏み込んだ日常の工夫》があり，それをベースとして

【相談・問題時の工夫】のように，《教育相談的態度》
《早期発見・対応》《可視化》の工夫を行いながら，相
談にあたっていることが考えられた。また同時に【子ど
もの視点】のように，教員は日常でも相談・問題時にも，
子どもの話しやすい・ 相談しやすい工夫として，子ど
もの視点も持つことが考えられた。
２　子どもたちのことや子どもたちとの関わりで困って
いること

1と同様に，カテゴリー化と図式化を行った。まず第
2著者が１つの意味のある文章のまとまりを単位として
区切り，40枚のカードを作成した。その後，第1筆者
が内容の類似から13の小カテゴリーにグループ編成し，
それらを更に6つの中カテゴリーに分類し，更に3つの
大カテゴリーに分類した（表2）。【子ども・保護者関
係の難しさ】のカテゴリーから，《子どもへの関わりの
難しさ》（〈個別の子どもに関する困難〉〈表出しない
子どもへの悩み〉〈子どもとのズレ〉）のように，教員

図1．子どもたちが話しやすい工夫
（　）内数字は記述数

（28）（28）

（3）（3）
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は個別の対応が難しい場合や，表出しない子どもなど思
いや考えを自分が理解することが難しいと感じる場合
や，自分と子どもの間にズレや壁が生じてしまったと感
じる場合に，子どもへの関わりの難しさを感じると考え
られた。また《保護者との関係の難しさ》（〈保護者と
の関係の難しさ〉）のように，保護者との関係における
迷いや学校と家庭の違いでの難しさ，個別の保護者への
連絡での困難等を感じていることが明らかになった。加
えて《子どもへの指導の難しさ》（〈学習面の指導の難
しさ〉〈生活面の指導の難しさ〉）のように，子どもの
学習面や生活面での指導の難しさも感じていることが示
された。またこれらの記述内容から，教員は子どもや保
護者全体に対してというよりも，特定の子どもや保護者
との関係で困難を感じていることが考えられた。【教員
自身の悩み】のカテゴリーから，《自分の迷い・悩み》
（〈バランスの難しさ〉〈指導への迷い〉〈満足できな
さ〉）のように，教員は自分の中でも，教育相談的関わ
りと生徒指導的関わりのバランスの難しさや，自分の指
導についての迷い等を感じていることが明らかになった。
また《日常の難しさ》（〈時間・人的不足〉〈年齢から
の難しさ〉）のように，現実的な悩みや難しさも感じて

いることが示された。このように，対他者ではなく，自
分自身の中でも悩みを抱えていると考えられたが，一方
でこれらの悩みは他者からは気づかれにくかったり，他
者に相談しづらいことも考えられた。そして【連携の難
しさ】のカテゴリーから，《連携の難しさ》（〈教員間
の連携の難しさ〉〈校内外連携の難しさ〉）のように，
教員間や他機関との連携といった，子どものために協力
すべき他者との間でも難しさを感じていることが明らか

図2．子どもたちとのことで困っていること
（　）内数字は記述数
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になった。
各カテゴリーの関係を考え，空間配置と図式化を行っ

た結果（図2），【教員自身の悩み】は普段他者からは
気づかれにくく，また教員自身も表出しづらい悩みであ
ると考えられ，背後に位置すると考えられた。そのよう
な悩みも感じながら，教員は【子ども・保護者関係の悩
み】や【連携の難しさ】など，具体的な他者や他機関と
の関係における難しさを感じていると考えられた。
３　相談しやすい同僚の教員

質問項目は「あなたにとって，子どもたちのこと（子
どもたちとの関わり）について，『相談しやすい同僚の
先生』は，どのような方ですか。また，そのように答え
た理由がある場合は，教えてください。」であったが，
「相談しやすい同僚の先生」と「そのように答えた理
由」の記述を分けることが困難であったため，合わせて
1と同様に，カテゴリー化と図式化を行った。まず第2
著者が１つの意味のある文章のまとまりを単位として区
切り，64枚のカードを作成した。その後，第1筆者が内
容の類似から13の小カテゴリーにグループ編成し，そ
れらを更に3つの中カテゴリーに分類し，更に2つの大
カテゴリーに分類した（表3）。【普段の印象・人柄・
関係】のカテゴリーから，《相手の印象・人柄・過去の
体験》（〈話しやすい態度〉〈アドバイス・経験や知識
の豊富さ〉〈尊敬・信頼〉〈エンパワーメント〉〈子ど

もへの理解〉）のように，話しやすさや尊敬など相手の
印象や人柄，アドバイスをもらったなどの過去の経験
から，相談しやすさを判断していることが明らかにな
り，中でも〈話しやすい態度〉〈アドバイス・経験や知
識の豊富さ〉の記述数が多かった。また《良好な関係》
（〈普段からの良好な関係〉〈過去の良い体験〉）のよ
うに，普段や過去の関わりが相談のしやすさに繋がって
いることも示された。このように，普段からの相手の印
象等や相手との関係が，実際に相談しようと思うことに
関連すると考えられた。そして特に相手が話しやすい態
度であることや，相手が知識や経験が豊富でアドバイス
がもらえることは，相談しやすさに繋がると考えられ
た。【相談時の共有・協力】のカテゴリーの《相談時の
共有・協力》（〈傾聴・共感〉〈共に考える〉〈同じ立
場〉〈肯定〉〈同意・類似〉〈協力〉）のように，実際
に相談する際には，相手に対し，共に考え，協力してく
れることを求めることが明らかになった。

各カテゴリーの関係を考え，空間配置と図式化を行っ
た結果（図3），相談のしやすさには【普段の印象・人
柄・関係】のように「普段の生活」で感じられるものと，
【相談時の共有・協力】のように「相談時」に感じられ
るものがあると考えられた。また「普段の生活」と「相
談時」の両方に，自分と相手の関係に関する要因があっ
たが，それに加えて「普段の生活」では相手の印象や人
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柄等，相談相手に関する要因が相談しやすさに繋がるこ
とが明らかになった。
４　相談をためらう要因

1と同様に，カテゴリー化と図式化を行った。まず第
2著者が１つの意味のある文章のまとまりを単位として
区切り，41枚のカードを作成した。その後，第1筆者が
内容の類似から９の小カテゴリーにグループ編成し，そ
れらを更に5つの中カテゴリーに分類し，更に3つの大
カテゴリーに分類した（表4）。【ネガティブな要因】
のカテゴリーから，《相手のネガティブな要因》（〈共
感無し・否定〉〈デメリット〉〈メリットのなさ〉〈ネ
ガティブな態度〉）のような，相手に相談することで

ネガティブな結果等を予想して相談をためらう場合と，
《自分のネガティブな要因》（〈自信のなさ〉〈自分の
多忙〉）のように，相談することに関する自分のマイナ
スな側面を考えたり，自分の多忙さから，相談をためら
うことが明らかになった。このように，相談をためらう
ネガティブな要因には，相手と自分のそれぞれの側面が
あることが示された。また【他者への配慮】のカテゴ
リーから，《相手への配慮》（〈相手への配慮〉）のよ
うに，相手のことを思って相談をしない場合や，《子ど
もへの配慮》（〈子どもへの配慮〉）のように，子ども
のことを考えて相談を避ける場合があることが明らかに
なった。このことから，相談をためらう要因として，ネ
ガティブな要因だけでなく，相手のことを思うが故にた
めらう場合があると考えられた。一方で【ためらいのな
さ】のカテゴリーの《ためらいのなさ》（〈ためらいの
なさ〉）のように，ためらわないと言い切ることができ
る場合もあることが明らかになった。

各カテゴリーの関係を考え，空間配置と図式化を行っ
た結果（図4），相談をためらう要因には【相手への配
慮】と【ネガティブな要因】があるが，いずれにも相談
相手に関する要因があると考えられた。岡田（2016）
は小学校教員を対象に調査し，同僚との連携の困難さに
関する探索的因子分析を行い，「同僚教員に対する遠
慮」と，「連携に対するあきらめ」の2因子があること
を示している。本研究でも，相手である同僚への遠慮と，

図3．相談しやすい同僚
（　）内数字は記述数
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相手に対するネガティブな要因があったことから，同
僚への相談や連携を困難にする要因にこの2つの側面が
あることが考えられる。同時に記述数は少なかったが，
【ためらいのなさ】のカテゴリーも存在したことから，
ためらわなくてよい関係づくりの構築方法について検討
することも重要と考えられた。

Ⅳ　総合考察と今後の課題
子どもたちが話しやすい・相談しやすいように心がけ

ていることや取り組んでいることについての自由記述か
ら，教員は子どもたちが話しやすい・相談しやすいよう
に，普段から細やかな工夫や準備を行っており，それを
ベースとして，相談された際には早期に子どもに寄り添
いながら対応していると考えられた。このことから，教
員は日常の関係と相談場面とを連続したものとして意識
していることが推察された。

また子どもたちのことや子どもたちとの関わりで困っ
ていることの自由記述から，対他者や他機関に関する難
しさだけでなく，教員は子どもとの関係における自分自
身についての迷いや悩み，また同僚についての難しさも
抱えていることが明らかになった。子どもや保護者，ま
た他機関についての難しさは，同僚にも相談できる可能
性が考えられるが，自分自身のバランスの難しさや指導
への迷い，対同僚の難しさは，同僚に相談することは困
難であることも推測される。そのため，同僚同士の支え
においては，子どもや保護者についての相談だけでなく，
教員自身の不安や迷い，あるいは対同僚への悩みについ
ても，周囲が積極的に話を聴くようにするなどの支援が
必要と考えられる。

そして同僚への相談については，相談しやすい相手の
要因として，話しやすさやアドバイスをもらえるなど，
安心して相談できたり，相談することでのメリットが感
じられるか，また実際に相談する際には，否定せず共に
考えてくれるかどうかが重要であると考えられた。そし
て相談をためらう要因では，相手から否定される懸念や
自分の自信のなさなどが見られた。これらから，同僚に
相談できるかどうかには，具体的アドバイスをもらえる

かに加え，「否定せず，受け止めて，共に考えようとす
る態度」が重要であると考えられた。

今回の結果から，教員は子どもに対しては，相談され
るために積極的に準備していることが考えられた。一方
で自分が相談する立場では，自分が受け止められるかの
確信が持てなければ相談できない可能性も考えられ，自
分が頼ることには慎重であることが推察された。そのた
め，教員同士が互いに支え合うためには，まず安心して
受け止めてもらえるという安心感が必要であり，そのた
めにはお互いを批判しない話し合いの仕方等の校内研修
を行うなど積極的仕掛けなども有益であると考えられる。
また子どもについての具体的相談だけでなく，自分の不
安や迷いも相談してよいという学校の風土づくりも重要
になると考えられる。

今回の研究は小学校教員を対象としたものであり，他
の校種では異なる可能性もある。また1校の教員のみを
対象としたものであり，結果は限定的であり，更なる検
討が必要である。そして子どもの相談しやすさについて
は，教員のみに調査をしており，子どもの側からの検討
も望まれる。

付記
本研究は第2筆者が調査とデータのカード化（意味の

ある文章のまとまりを単位として区切った）を行ったも
のを，第1筆者が分析と執筆を行ったものである。快く
調査実施のご協力をいただいた小学校校長先生をはじめ，
調査協力をいただいた先生方に心より感謝申し上げます。

注
1） 煩雑さを避けるため，「教員」「教師」の文言を，

引用文を鍵括弧で引用した部分や自由記述の部分以
外は，職業を表す用語の「教員」で統一した。

2）（　）内は筆者加筆。
3）（　）内は筆者加筆。
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